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はじめに


　はじめまして、この本を手に取ったという事は、あなたは同志ですか？　それとも我々に対しての興味本位でしょうか？　まぁどっち側であれどうやらビビりという存在はご存知のようですね。そういうことなら説明は不要ですね、ええ。説明なんてし始めたら恐怖遺伝子がどうのこうの、それに対しての情報元が～～なんて書き出しちゃって、とてもこの本がこの脅威の薄さで収まるわけなくなっちゃいますからね！　ただやはり人それぞれイメージしている像が違うことも考えられるのでイメージ合わせをいたしましょう。

本書においてビビりとは「何かに対し一般人よりも怯えている人間」というもので、もしかするとあなたのイメージとは少し違う可能性もありますがその時は適当に受け流してやってください。

　この本はビビりである作者が、ごくごくごくごくごく一部の同志と会話している時に気づいた「ビビりあるある」をまとめており、ビビりな作者＋αが普段考えていること、ビビりでない人（もしくは他の同志も）から見ればビビり特有の奇妙な行動をたんたんと紹介しております。せっかくこの本を手に取ってこんな文を読んでいるのだから残りの47ページもお付き合いしていただき（いやそこ目当てで読んでいるのでしょうけど！）、ビビりなあなたは共感、そうでないあなたは鼻で笑っていただければ幸いです。





序章　ビビりの基礎編


　ビビりといってもどれがビビりでどれがビビりでないか、当の本人たちにも境界線があやふやなところがあるので、この章では独断と偏見で大多数のビビりなら共通しているだろう考えや行動を紹介しようと思います。




高所が怖い



　高所恐怖症といえば想像がつきやすいでしょうか、ビビりといわれる理由の代表格で、私のビビりデビューもこれから始まりました。小学校の時、東西南北を覚えるために学校の屋上に登り（柵もないのによく行かすわと今でも思いますが）、見える景色で方角を覚えるという授業があったのですが、お察しの通り塀から顔を出すことができずずっと階段で待機。その結果二十歳を超えた今でもビビりのほかに東西南北わからない芸人をしております。

　ちなみにあぁ僕も私も高い所は無理、というそこのあなた！　人間は本能的に高所を嫌う性質なので高所が怖いのが当たり前！　むしろ嫌いじゃない方がどうかしてるんです！

　高い所の何が怖いかというとまず大前提でいえば「落ちたらただでは済まない」ところです。だいたい死ぬし死なないとしても骨の一本二本、どれだけカルシウムを取っていようが折れるでしょう。そんな危険だとわかっているところに登ろうとなんて思わない、いざ登ることになったのならば先ほどの事が頭をよぎりその場から動けなくなるのです。




暗所が怖い



　高所恐怖症と並んでメジャーなものといえば暗所恐怖症じゃないでしょうか。単に私がどちらも苦手だからそう思っているだけ？　そんなはずはない、暗所といえばやつがいるのだからビビりのみんなはわかってくれるはず。

　暗所も例のごとく人間の本能的にうんぬんかんぬんありますがもうそれは前のくだりで堪能したためスルーするとして、ビビりでないあなたも何となくお察しかと思います、そう、ビビり（私）の最大の敵である心霊系が関連しているのです。

　幽霊といえば夜に現れるイメージが世間一般的にあり、もちろんビビり界隈もそのイメージで夜＝暗い、夜だけでなく暗い場所に出現するだろうという考えがあり怯えています。
そもそもなんで幽霊が怖いねん、と言われると簡単で遭遇したら死に直結するからですね。高所は登らなければ死なないし、だいたいのものは対策をすればどうとでもなります。しかし、幽霊なんて対策のしようがない。だからビビりは幽霊にエンカウントしないためにも暗所を避けたがるのです。




死ぬのが怖い



　ここまで二つ、高所と暗所が怖いと書いてきましたがもうこれから先のことについても結論を先に書いちゃうとビビりは死ぬのが怖いんです。いや、人間だれしもそうだとは思いますが過剰に怖がっている。もちろん過去に何らかのトラウマがあって怖がっていることも多いですがそれ以外の理由はたぶん全部これ。

　ビビりは死ぬのが怖いので、死に直結するものを嫌い、怯えていますが、逆にとらえてビビり側からそうでない方々にモノ申したいのは、それだけ慎重に行動して死なないために一つ一つリスクを排除し、危険を回避する素晴らしい性格を持っているのです。どうです、少しはビビりになりたいと思いません？　なりたくない？　まぁそうでしょうね、私もできれば克服したいですからね。




人の評価が怖い



　家族、親戚、親友、友達、友達の友達、知り合い、クラスメイト、赤の他人まで、我々ビビりは、自分の事をどう思われているか考えてしまいます。悪く思われたくない、誤解されたくない、考えることは人それぞれですが人の目が、どう評価されているかを気にして発言や行動を規制しています。言動に保険をかけたり、言い訳や状況説明のために話が長くなります。もちろんこの本はビビりによって書かれているので随所に保険や言い訳が無意識にちりばめられていると思います（これ自体は保険だったりします）。




一章　メジャービビりあるある編


　だいたいビビりがどういうものを怖がっているものはわかっていただいたと思うのでいよいよお待たせしました本題です。まずは我々ビビりのあるあるをご紹介していこうと思います。




飛行機に乗れない




　ビビりの天敵の一つである飛行機。あんまりいい印象を持っていません。なんたって空高く飛んでる乗り物なので高所が怖いビビりが乗れるわけがない！　ビビりが飛行機に乗れない理由は高度だけでなく、飛行機そのものに対する信用のなさ、そして様々な手続きを行わないといけないシステムもあります。

　まず飛行機に対して。飛行機に実際乗った人ならわかりますが、離着陸の際、機体が壊れかけのドラム式洗濯機並みに激しく揺れます。そして内臓がふわっと浮き上がるかのような感覚も苦手。高度が上がると機体は比較的に安定して揺れが全くない平和な時間が訪れますが1フライトで1回はある乱気流によって離着陸時のように激しく揺れるというサプライズでそれを体験してからは安心して寝ることだってできません。もちろん機長・副機長がなるべく揺れないよう細心の注意を払って運転していただいてるというのは百も承知ですがそれでは拭えない不安に襲われるのです。

　ちなみに私はニュージーランドに行ったことがあるのですが、上記の事はもちろん、緊張のせいで腹痛に襲われますがあまりの緊張に便秘になってしまいただ腹が痛いだけ、さらに食事も喉を通らず、機内食のコーラが唯一喉を通りました（私はコーラ好きなのでその時は異国のコーラはどんなものなのか、とひとまず飛行機のことは忘れていました）。

　帰りの便では、前日のホテルでたまたま「機長が飲酒運転をして飛行機が墜落し、裁判を起こされて当時何があったのかを解明する」映画を見てしまい、ＦＸで有り金全て溶かしてしまった後のような顔をしたまま気が付いたら日本についていたなんてこともありました。

　飛行機に搭乗する前、国内線なら手続きがそんなにないわけですが、国際線になると書類、パスポートを忘れると乗れない、なくすと国に帰れない、金属探知機にひっかかり何か疑われると別室で尋問を受ける、などの恐怖から乗る前に既にストレスＭＡＸなのです。少なからず私は二度と飛行機に乗りたくない！




広い部屋は落ち着かない



　基本的にビビりは広い空間が好きでないことが多いです。かといって狭い空間が好きかどうかといわれると閉所恐怖症というのもあるのでわかれるところですが（ちなみに私は学校の机の下とかめっちゃ好きでした）。

　落ち着かない理由としてはクリアリングが追い付かないからです。だいたい10畳以内の空間なら経験上安心できますが、それ以上の大きさになると必ず視界に対して死角ができてしまいます。死角に関してはまた後で書きますが、ビビりはその死角が大嫌いで、広い部屋では落ち着けないんです。




何度も玄関や窓のカギを閉めたか確認してしまう




　これってビビりと思っていない方でもよくやることだと思いますが、もし閉め忘れていたら泥棒に入られる、と不安になってしまい必要以上に確認してしまいますよね。本当に不安になる人は4回５回と家を出て２０分くらいはカギの確認に時間を使ってしまうとか。




あってる？　これでいい？　本当に大丈夫？　と何回も確認を取る



　我々は他人に責められるのが嫌いな生物です。いや、マゾじゃない限り責められたくはないでしょうけど。そのため何か共同作業をしている時や仕事を任されている時に自分に責任が来ないよう保険を得るために何度も確認してきます。もしそれで違っても何回も確認したじゃんといえば責任逃れ出来ますからね、なんて姑息な連中だ。

　実際のところはそんな責任がどうのこうのなんて作業中は考えておらず、失敗を恐れているから何度も確認を取っています。それが行き過ぎると失敗恐怖症というものになりますが気になる方は調べてみてください。ちなみに
説明書を何回読んでも信用できない
なんてこともあります。機械類を扱うときなんて特に。




腹痛に悩まされている



　我々ビビりは常に精神をすり減らしながら過ごしているといっても過言ではありません。日常に潜む様々な要因に怯えていると徐々にストレスをため込んでしまい腹痛に襲われてしまいます。ビビりにとってトイレは天敵なのでトイレにいったとしても休むことはできませんが。

　ちなみに私は小学5年の頃からストレスを感じると腹痛が生じる急性のモノと、決まった時間に腹痛が生じる慢性のモノと、二種類の腹痛に悩まされています。




噂話を信じ込む



　これはビビりでなくても普通にありそうなことですけど、例えば小学校の時に学校の怪談とか七不思議とか、トイレの花子さんがどうとかこっくりさんがどうとかありませんでした? 地域で差はありますが私の地域ではトイレの花子さんは決まって手前から三番目の個室に出現するとのことで男子トイレだろうが関係ない、三番目のトイレはクリアリングしていきます。でないと用を足しているときに襲撃されたら一たまりもないですからね。

　他にも、地域で語られる伝承（あそこの池には河童はいるみたいな）だとか、都市伝説だとか、冗談で言われたことまでも最悪の可能性と考えて極力避けるようにつとめているんです。

　ちなみにこのほかにも似たようなないようで
ニュースで見た事例で行動を制限する
本から得た情報も実体験と勘違いする
なんてこともあります。




特に見るわけでもないのにテレビをつけっぱなしにする



　ビビりの人ならきっとわかってくれると思いますが、そうでない人には全くこれが理解されないのです。電気代の無駄じゃん、っていつも言われるんです。違う、そうじゃないと声を大にして言いたい。高々数十円垂れ流しているだけで心を安らかに保ってくれる素晴らしい機械なんです！

　まず、テレビは光源になります。明るい。部屋の明かりに加勢して暗闇をなくしてくれる。次に、テレビ番組が流れている以上様々な音が流れてきます。人の声はもちろん効果音やバックで流れている音楽、その音楽にも様々な楽器な音があります。これが一番大事でなにが大事か、っていうと何かの音がしても気づかないことなんです。どこかで女の人の声が、何かが軋む音が、とかそういった情報を紛らわしくくれる、テレビはビビりにとっては素晴らしいアイテムなのです！　ただし夏シーズン特有の心霊特番だとかホラーゲームのCMは絶対許さないからな。




展望台は拷問部屋



　高い所に登れない我々ビビりにとって展望台とはいく必要がない場所。しかし、世の中避けては通れない場合もあり家族や友人、修学旅行の一環で強制的に行かされることになれば我々に居場所はありません。周辺の街を見下ろすためのガラス張りは我々の恐怖心を駆り立て、床がガラス張りのところなんて一瞬でも足をおきたくなんてありません。絶対にビビりの人を展望台に連れて行くなんてやめてください、マジで。




30万円の身分証明証



　高校を卒業すると親、というよりも祖父母が「免許を取りに行きなさい」とお金を出してくれる、なんて話を聞くことがよくあります。そして知らない間に教習所を契約され、一年で車の免許を取らないと30万が消えてしまう。しかし、ビビりは車なんて運転したくないのです。事故を起こせば死ぬリスクがあるため乗りたくないのはもちろん、万が一事故を起こせば多額の賠償金、社会的な死が待っています。ほかにも運転中に他の車両に気をつかうのが嫌で、煽り運転なんてされれば何をしでかすかわかりません。そのためせっかくお金を出してもらって車の免許を取っても俗にいうペーパードライバーになってしまい、免許証は30万円の身分証明証になるのです。もちろん私もペーパードライバー極めてます。





二章　ビビりあるある【マイナー】編
　この章では一章のあるあるよりも少し人を選ぶ、より独特なあるあるをご紹介していこうと思います。ビビりの方も「なるほど、こんなことやってるやつがいるんだ」と思うので読み飛ばすなんてしないで！


道路を横断する時何回も確認する

　信号がない横断歩道でも、住宅街のちょっとした道路を横断するときでも我々は車が来ていないか確認します。これ自体なら誰だってすると思います、轢かれたくなにですからね。だいたい左、右と確認して車の姿が見えなければ横断するのが当たり前なのですがそこで終わらないのが我々ビビり。

本当に車はいなかったか？　もしかしたら見落としているかもしれない、逆を見ている時に車が来てるかもしれない
と自分の見た情報すら疑い、何度も何度も確認するのです。きょろきょろ明らかに怪しい奴なのでもし警察に見られれば職質間違いなしですね。


見覚えのない電話番号からの着信は無視した後ネットで調べる

　意外にこれをしてる人が多いと知った時は驚愕しましたがどうでしょう、ビビりでない人には想像がつくでしょうか？　お昼どきにだいたいかかってくるセールスの電話がありますよね？　我々ビビりはその電話に出ず、電話番号がきちんと使われているものなのか確認してるのです。

　理由としては人それぞれだったりしますが
急用ならかけ直してくる、と思っているため一度は出ない。
もしもし私メリーなんて言われたら嫌だから
というのが多く感じます。




初めて乗る、慣れていない路線を利用するときは目的地につくまで延々と確認する

　今の世の中スマホとかいうどこでも調べ物ができる最強のツールをほとんどの人は持っているため、どこで乗り換えたり何分の電車に乗ればいい、と迷うなく目的地にいけるのですが、我々はそれをわかっていたとしても本当にこの電車でよかったのか、きちんと目的地につけるのか、様々な不安に駆られてスマホだったり路線図だったりを見て確認しないと気が済まないのです。だいたい目的地の一駅前くらいになると安心してきますが今度はどの出口からでればいい論争が脳内で繰り広げられるので生きた心地は全く感じません。


気づいたら手すりを握りながら階段を降りている

　根本的にビビりは階段というものが好きではないです。高低差があるのはもちろん落ちる可能性があるからです。可能ならエレベーターに乗りたいものですがエレベーターはエレベーターで止まるのが怖いからまだ警戒すればどうにかなる階段の方がマシ。

　どうして手すりを握っているのかというと万が一見えない後ろから押されたら、もしも足を滑らせて転倒してしまったら、というのが頭の中にあるからです。手すりを握る腕は命綱そのもの。

　ちなみに私の通っている大学はメインストリート的なポジションが階段なんです。山の斜面に立っているからめっちゃ階段。急斜面。登るのは息が上がるくらいなのでまぁいいとして下るときは周りの町が一望できるわ勾配きついわでビビりには修羅の道を歩んでいるようなもんです。なんで山の斜面に造ったんだ。


落とした画びょうは見つけるまで徹底的に探す

　釘だと「まぁそのうち出てくるか」とどこかに落としても放置しますが（さすがに必要なものだと探します）、画びょうを落とした時は何が何でも探し出します。見つからない限り寝ることもなく、可能なら回収、無理でも存在を確認しない限り眠れないんですね。布団の近くで紛失したら今夜は朝までパーリナイです。


マンホールの上を歩かない


　これはまた後で触れる海についてのあるあるに近しい考え方なのですが、マンホールというのは地上と下水管を繋いでいる入り口なのです。だいたい１～１０メートルくらいの深さといわれていますがそれをわかったところでビビりは安心できないんです。見えない恐怖というのが働いて、もしマンホールの上を通った瞬間に蓋が取れてしまったら……と考えるととても上を歩けない。ビビりにとってマンホールとはあの世につながる蓋なのです。


包丁を握れない

　包丁が握れないのもなんとなく察していただけると思いますが、万が一使い方を誤ると死につながることがあるからですね。もし握っている包丁を誤って手放した結果足の甲に突き刺さるのでは、と思うのは定番（？）だと思います。

　ちなみに調理実習というものを皆さん経験したと思いますが、ビビりは包丁を扱えないためだいたい洗い物担当になってます。包丁を握らせようもんならサスペンスドラマよろしく両手で握って肩を震わすことしかできませんから。


ガスコンロの火を点けられない

　調理実習の話をしたので料理続きで。ビビりはどうして洗い物担当になるかといえば火も扱えないからです。というかガスコンロという存在を恐れています。というのも、ガスコンロというものは火打石でガスに火を点けているものですから劣化していたり、欠陥していたらガス本体に引火、そして爆発して死、よくて腕が吹っ飛ぶくらいは覚悟しなければいけないからです（もちろん本人らは調べてもいないしここに書いてあるのは決めつけというか思い込みですけど）。精神を削りながらいつ爆発するかわからない状態で着火する恐怖は現実版黒ひげ危機一髪ですね、もちろん爆発なんてしないんですけど。


マンホールの上を歩かない

　これはまた後で触れる海についてのあるあるに近しい考え方なのですが、マンホールというのは地上と下水管を繋いでいる入り口なのです。だいたい１～１０メートルくらいの深さといわれていますがそれをわかったところでビビりは安心できないんです。見えない恐怖というのが働いて、もしマンホールの上を通った瞬間に蓋が取れてしまったら……と考えるととても上を歩けない。ビビりにとってマンホールとはあの世につながる蓋なのです。


コンタクトレンズをつけられない

　目に何かをすることに対してビビりはかなり嫌います。死ぬわけではないんだけど、視力を失いたくないという思いがあって身体の中で一番慎重になる場所です。そんな目にコンタクトレンズという異物を入れるなんて考えられない。実際にコンタクトレンズを使っている人は何ともないよ、怯えすぎだよ、なんて言ってきやがりますが大きなお世話！　目の裏に入って失明する可能性があるなら眼鏡で十分なんです！
ちなみにビビりは目薬を差すのがめちゃくちゃ下手です。


動物に手で餌をあげられない

　動物園のふれあいコーナーや、友人の家で飼っているペットに手のひらに乗せた餌を食べさせる。動物好きにはたまらないシチュエーションですよね、餌を食べるついでに自分の身体にも触れてくれる。しかし、我々ビビりはそんな行動できないんです！　くるんと愛嬌たっぷりの大きな目でこちらを見つめ、心をつかみ、我々はそんな姿に油断して、友好的に接するべく手で餌をあげるとやつらは途端に野生を取り戻し、手ごとしゃぶりついてくるのです！　





三章　ビビりあるある【自然】編


　さて、一章二章と何となく無差別にそれっぽいあるあるをたくさんあげてきましたが、ここから先はシチュエーション別というか、ざっとですが分類分けした状態でご紹介していこうと思います。

　三章でご紹介するは自然に対してのビビりあるあるです。しょーもない（当の本人らには一大事なのですが）内容や、規模の大きすぎる話になってしまいますが想像しながら読んでみてください。そうすればあなたも我々の仲間になるかもしれません！




川なら泳げるのに海には入ることすらできない



　理由は様々あるのですが、とにかく我々は海という存在に怯えています。そのため海に一応近づくことはできますが入ろうとは思いません。もしもどこかで泳ぎたい、となればプールに行くか川に行くかの二択になります。ただ川に行くとなると今度は違う不安が湧き出てくるので必ず一人では生きません。何が不安なんだ。って？　そりゃあ河童ですよ河童！　

　河童は諸説ありますが水中に引きずりこんでくるとのことで、万が一河童に遭遇してしまい引きずり込まれても数人でかたまっていれば数の暴力で勝てます。むしろ一人になった時こそ現れるのが世の常なので必ず一人では行動しないのです。ほかにも単純に川は流れが速いですから、流されそうになった時に助けてもらうためです。他力に頼ってばっかりかよ。




虫は何を考えているか全くわからないから怖い



　動物なら瞳や、考えていることを尻尾を振ったり、声をだして行動にだしてくれますが虫はどうでしょう。どこに目があるのかわからないやつもいれば、目が何千もあってどこをみているかもわからないやつもいる。カブトムシとかカナブンとかはよく見てみると綺麗な目をしていますがその目には感情はこもっていないように思えます。そして何より何をしてくるかわからない。奴らのごちゃごちゃした口元で突然噛みついてくるかもしれないし、蜂みたいに針で刺してきたり。防衛本能のままに行動してくるので我々にとっては虫ですら無視できない存在なのです！　虫だけに！　無視できない！　ドヤ！




虫がぶつかってきたところを見れない



　夏場、河川敷や堤防沿い、公園の中などを自転車で走っているとします。すると勢いよく顔や身体に虫がぶつかってくるなんて経験はありませんか？　例えば胸辺りに何か数センチの虫っぽいものがぶつかったとして、一体どんな虫っころが高貴な人間様の御身体にぶつかってきたのかあなたは確認できますか？　もちろん我々ビビりはそんなことはできません。

　もし虫がどんなやつで今現在どこにしがみついているのか確認しようと下を向こうものならそこ待ち構えている虫公。何を考えているかわからない目でこちらを凝視し、あわよくば噛みつくなり針で刺して逃げてやる、なんて思われていたら大変です。当り屋のとばっちりを受けるのは勘弁なので我々は虫がぶつかってきたところを見ることができないのです。




雷が鳴っている時と自分に落雷するのでは、と思い込む



　最近の通り雨——もといゲリラ豪雨というやつは厄介で天気予報でも予想できないのに傘を差しても全身ずぶ濡れになるくらいの雨が降りますね。そしてさらに厄介なことに雷も伴ってきやがることもあります。

　我々は雷が大嫌いです。物音に敏感だというのに突如鳴り響く雷鳴、当たると即死間違いなしの電流が空から無差別に落ちてくる恐怖。生きた心地がしないのですが、雷を怖くない族の方々は平気で外を出歩きます。一体何の修行を行えばそんな行動をとれるのか。

　天敵に対して何も情報がなくイメージだけで怯えてるわけではなく、雷というものの対処方法を我々は知っています。例えば、高いところに落ちる性質があるので、高い建物の下にいる（ただし木はダメ、木に落ちた雷がそのまま人体に流れてくる）、車の中は安全（車の外枠を伝って地面に電気が逃げるから）だとか、色々知っています。しかし、もし、万が一、何かよくわからない気まぐれ的なもので雷様がこちらにいらっしゃったときには絶命間違いなしなので建物の中でじっと雷が去るのを待ちます。

　ちなみに、私はスーパーでバイトをしているのですが、チーフの一人が雷が大嫌いだそうで、雷が鳴っている日は車に乗って帰るのも怖いから店に泊まる、なんて人もいます。気持ちはわかる。




海には危険生物だらけなので近づきたくない



　やはり地球の70％を占める海なだけあっていろんな生物がいます。可愛い魚、綺麗な魚、おいしい貝（筆者は貝食べられないですけど）、ジョーズみたいにバカでかいサメもいれば、体長20メートルもあるイカだっています。そんな世界で生き延びる生き物というのは何か一芸に秀でていなければ生きていけない過酷な環境で暮らしているので異常なまでに毒持ちの生物が多いんです（あくまで偏見です）。

　数多の毒を持っている生物の中でも我々ビビりが警戒しているのは、普通に浅瀬にも潜んでいることがあり、いたとしてもなかなか気づきにくいやつで、イモガイと呼ばれる巻貝がやばいんです。どれくらいヤバいかというと口から毒針を刺すやつなのですが、刺されると普通に死ぬ可能性があります。死ななくてももがき苦しむレベルの毒をもったやつがそこいらにいるのです（海外では。日本では最近発見され始めた）。ほかにもカツオノエボシとかいう見た目は綺麗なビニール袋みたいなクラゲもやばかったり。一度調べてみてください。

　毒によってせっかくの海水浴や潮干狩りが台無しになるくらいならそんな危険は犯さず川で遊んでいる方が我々は幸せなのです。ビーチにいるチャラい連中に絡まれるのが嫌とかそんな理由で海に行かないわけじゃないんです！




海の底が見えないのが怖い／広大過ぎて怖い



　さて、先ほどジョーズみたいにバカでかいサメが、体長20メートルのイカがいる、なんて書きましたがそれだけで怖くないですか？　海の中には人間を凌駕するサイズの生物なんていくらでもいるんです。深海なんてまだわからないところだらけ。そんなところで人間は泳いだり、船で海上を渡ったりしているのです、なんて勇ましい。

　ここからは想像力が大事です、いいですか、想像してみてくださいね。ビビりなあなたは結構です。飛ばして下さい。

　あなたは今、海を漂っています。理由はなんだってかまいませんが周りには陸地が一切なく、ただ海が広がっているだけ。もぐってみましょう。奇跡的に酸素ボンベだとか水搔きだとかゴーグルとか身についてるとして、自分の今いる下を見てください。サンゴ礁がありますか？　岩があって海藻があって、小魚たちが遊泳していますか？　まさかそんな、周りに陸地がないのにそんな浅いわけがないですよね？　下に広がっている光景は見えないでしょう？　光が届かなくなってしまい深淵を思わせるような光景がどこを見ても広がっているでしょう？　その深淵には一体なにがいるでしょうか？　ただ漂っている我々にはわからないのです。突然深淵から触手が伸びてきたり、視界だけではとらえきれないほど口らしきものが舌に広がったら、ゾッとしませんか？

　我々はそんな、規格外の大きい生物がいるかもしれない可能性と、広大な海に落ちた絶望感、無力感を想像して海に近づきたくないのです。想像できなかったあなたは海恐怖症と検索するといくらでも参考画像が転がっていますので是非見てください。私はそれで海が苦手になりましたから。





四章　びびりあるある【遊園地】編


遊園地といえば我々ビビりにとっては地獄そのもの。というか行く意味がまるでないのです。ここで説明するよりも内容に入った方がお分かりいただけると思うのでさっそくご紹介していきましょう。




ジェットコースターに乗れない



　遊園地といえばすぐに思いつく目玉オブ目玉のアトラクション、ジェットコースター。我々ビビりはそれに乗ることができません。もはや乗れない理由なんて説明する必要があるのか、というくらい単純なことなのですが一応ご説明いたしましょう。高いから乗りたくない、以上です。いや、以上じゃないです、それだけじゃないです、同志よ、石の代わりに批判投稿を投げつけないで、わかってる、わかってるから！　高度も重要な問題ですがもう一つ致命的に避けたがる要素としては事故の恐怖があります。

　ジェットコースターがどうしてあんなに高度を必要としているかというと位置エネルギーから速度を得るためであってその速度による事故が想像されます。実際にあったものではワイヤーが垂れていて、そこに猛スピードでジェットコースターが突っ込んだものだから搭乗者の身体がスパッと切れたり、身体の固定が甘くて空に放り投げられたり、安全を徹底されていても０ではない事故の可能性に怯えています。




観覧車に乗れない



　遊園地の締め、恋人と二人きりになれる、ムード作りに最適な乗り物ですが、もちろんビビりは乗ることができません。いうまでもなく高度が問題です。誰がどう考えても高度です。高度以外に問題を上げるといえばやはり事故です。ゴンドラを固定している器具がもし外れたら真っ逆さまで助かる可能性なんてもう微塵もないでしょう。そのため複数人で登場する際、観覧車を揺らしてくるお調子者がだいたい一人はいるのですが本気で殺意を覚えます。絶交をするレベルで嫌います。どうしてそんなに怒るかわからない、なんて言われますが人間嫌なことをされていい思いをするわけがない、こっちはただでさえ乗るのが嫌で、更にいえば乗っている間は落下の恐怖と戦っているのに、その落下を助長するかのような行動は怒らないわけがないので身に覚えがある人は直ちにやめてください。ちなみに私は小学校の時にそれを友人にされましたが降りたら顔面におもいっきりグーパンチしました、今でも根に持っているぞA。




遊園地に行っても乗れるものがない



　もう本当にこの一言に尽きます。高度のあるもの、スピードのあるものは基本NGな時点で遊園地のほとんどの乗り物が死滅します。そして遊園地のもう一つ名物アトラクションといえばお化け屋敷。ビビりと呼ばれている人がそんな脅かしてくる代名詞の存在にいどめるわけがないのは明白で、あと乗れるものといえばメリーゴーランドかU〇Jだとバックドラフトくらいじゃあないでしょうか。ジョーズ？　ありゃあ倉庫の中が耐えられん。









遊園地では決まって荷物番



　最終的にこれ。
「私は乗れないからみんなで楽しんできて、そこのベンチで荷物番しながら見てるね」
と何が楽しくて何時間と待機しなければならないのか。かといって無理矢理ジェットコースターやお化け屋敷に連れていかれるよりも何万倍もマシなので荷物番を好んでやります。

自ら進んで荷物番をする、といっても楽しいわけではないのでまず始めに、どうして私はきてしまったのか、来る必要なんてなかったじゃないか、と延々と考えて、だいたい友人らがアトラクションに乗るあたりで何か悟りを開いて、保護者のようなまなざしでワーキャー言っているみんなを眺めています。あの現象は一体なんなのか。





五章　ビビりあるある【心霊現象】編


　さぁさぁやってまいりました、ビビりといえばやっぱりこれ。ラストにふさわしいネタを温存しておりました！　既に一章や二章でa  触れていますが、ビビりがどれほど見えない存在に対してビビっているかご紹介いたしましょう！




視界以外何も信じない



　一章で「広い部屋は落ち着かない」というものを紹介した時に少し触れましたが、我々ビビりは死角を嫌います。例えば足元、天井、部屋の四隅、背後。さて、これらの単語を上げただけでもすでにおぞましいのですがなんとなく想像がつくでしょうか？　そう、幽霊が部屋に出てくる典型的なポジションなのです。

　日本のホラー作品は驚かすタイプのものが多いイメージがありますが、そのパターンとしてどうして驚かされるか考えれば死角から突然やってくる、主人公は気づいていないけど三人称視点の我々には死角にヤバい奴がいることで恐怖する、といったものが多いのです。なんの根拠もないですが。そのため、死角にはやばい奴がいる、とすりこまれているので今見えている視界以外は何も信用しないのです。




静寂が嫌い



　一章の「特に見るわけでもないのにテレビをつけっぱなしにする」で既に紹介していますが改めてご紹介。我々ビビりは静寂を嫌います。どうして嫌うかというと、どんな些細な音でも聞こえてしまうから。もしもいるとして何かのうめき声、ミシミシと天井裏で何かのきしむ音などなど予期せぬモノの音が聞こえてしまう可能性があるからです。認知してしまうとおしまいだと思っているので（ビビりはどうせやられるならぽっくり存在に気づかず死にたい種族です）静寂を嫌い、何かBGMをかけられるのならとりあえずかける、ないのならもう独り言を延々と話す。我々ビビりが独り言をやたら呟いているのはそういうわけがあるのです。我が友人よ、そういうわけあって私はいつもボソボソ何か呟いているのだ！




隙間が怖い



　隙間というといろんなサイズを思い浮かべると思いますが、1センチの隙間があればもうそれだけで怖いです。例えば、カーテンとカーテンの隙間、扉の隙間、クローゼットの隙間、襖の隙間、換気扇の隙間などなど。

　どうしてそんな小さな気にする必要もない隙間に怯えているのかというと、視線を感じそうだから。目が一つ分でも隙間があるととにかく埋める。換気扇は埋めようがないので極力見ないようにする。視界以外を信じていない我々はそういったほんの些細な、細かいところですら気にしてしまうのです。めんどくさっ！




掛け布団から身体を出せない



　小さい頃を思い出してみてください。敷布団派の方々はもしかするとわからないかもしれないですが、ベッド派のあなたならわかってくれるはず！　ベッドの下は人が入るには十分なスペースになっています。ということは、ホラー作品でも定番ですが下に何か潜んでいてもおかしくないわけで、小さい頃は掛け布団から足・手を出して寝ていると下から何か手だとか触手だとかに捕まれて引きずり込まれる、なんて考えてなかったでしょうか？　

　ちなみに、視界以外信じられない我々はなるべく死角を減らすために仰向けに寝ていることが多いです。




鏡を見られない



　これはホラー作品というよりも学校の怪談だとか七不思議だとかに多いイメージがありますが、鏡の中には別世界が広がっている的な話を聞いたことはありませんか？　その他にも鏡に映った自分が違う動きをしたり、鏡越しに何か見えたり、なんてことが考えられます。

　認知したら負けの精神なので、我々ビビりは何としても鏡を見ないように生活しなければなりません。鏡以外でも電源のついてないテレビ、ディスプレイ、スマホのようなものも警戒しなければいけなくなり、幽霊側はアプローチの手段が増えていいかもしれないですが全くビビり側には肩身が狭い世の中になってしまいました。




怖い話を考えている時、周りに何かがいそうで怖い



　怪談話をしていると霊が集まってくるなんて聞いたことはないでしょうか？　それと同じ理論で、怖い話——心霊現象について何か考えている時、思い出してきている時にも周りに霊的な何かが集まってくる、と我々ビビりは考えています。そう、だから、今、私はおもいっきり幽霊様方の事を書き殴っておりますので周りにはもしかするといるのかもしれません。そう考えるだけで背筋が凍りつく思いをしてます。常にヘッドホンで星野源を流し、時折口笛なんかも吹いたりして不安を取り除きながら執筆しております、毎晩ごめんな、オカン、オトン、兄貴。



丑三つ時に1人で起きていられない



　現代でいえばだいたい2～3時過ぎを指す時刻、最も霊的なモノがヒャッハーするタイムで、こんな時間に起きていようものなら是非ともそちらに連れて行ってくださいと言っているようなものです。なので我々ビビりは丑三つ時になる前に何としても寝つこうとします。

　しかし、寝つきが悪い日ってありますよね。布団に入って、目をつぶって、意識を飛ばそうにもうまくいかず唸りながら寝返りだけ延々と打つような時。まるで意地でも存在を認知してもらおうと霊的な存在が攻撃を仕掛けているかのような錯覚に陥ります。そこで慌てるようでは向こうの思う壺。なので我々ビビりはイヤホンをして音楽を流し、アイマスク——なければタオルや服を目の上に乗せて意地でも存在を認知しようとしません。アイマスクはまだしも音楽なんか聴きながら寝れるのか、って？　今夜はパーリナイだこの野郎！！！！




なんだかんだホラー系の特番を見てしまう



　これはビビりでも賛否がわかれますが、私の周りは多かったのでご紹介いたします。そうです、ビビりなのになんだかんだ見てしまうのです。怖いもの見たさで家族や友人が見ている後ろの方で、顔は手で覆いながらも指と指の間から見てしまうのです。一体どこから奴らは出てくるのか、どんなシチュエーションが危ないのか、どういうタイミングで、などなど情報収集をするために見てしまいますが結果はお察し、特番の内容が放送終了後も脳裏に残りその日は徹夜確定です。


一日で最も死に近い時間は入浴時間



　霊的なモノは水回りによくスポーンするといいます。昔だと井戸、現代だと洗面所やトイレ、そして風呂場。髪を洗っている最中に鏡を見ると背後に髪の長い人がいたり、排水溝に明らかに自分のものではない長い髪があったりなんて話はよくあることだし、そもそも鏡があるしでビビりには圧倒的アウェー空間なわけで、戦場といっても過言ではありません。洗浄しに来たのに戦場にきているのです。

　もちろん我々もただでやられるわけにはいきませんから対策を一人一人独自で練っており、例えば私の場合は必ず背後に人が立てるような空間を空けない——基本壁に背中をつけています。一番恐ろしい髪を洗う時間は祈祷タイム。楽しい事でも考えて不安も一緒に取り除きましょう。鏡は曇らせて必要な時以外は見えないようにします。もちろん大浴場ではこんなことはしませんが。幽霊とは孤独な戦いを強いられるのです。






トイレの中には河童がいる？



　河童とは仮の姿でもちろん本当に河童がいるとは思っていません。ただ、何かトイレの中に潜むモノがいると我々ビビりは考えているので、おそらく旧式のトイレ時代の話——ボットン便所と呼ばれていた便所は下に広い空間があり、余裕で人が入り込むことができるので何かがそこに潜み、用を足し終えた人間を襲うのではないかという話——がイメージで残っており、水の中から現れるモノ＝河童、つまりトイレの中には河童がいる！ということなのです。

　河童（仮）に襲われぬよう、ビビりは用を足し終えると蓋を閉じて奴らが出てこれなくしますが、この時に気を付けているのは蓋と便器の隙間でなのです。隙間が怖い我々は蓋と便器の隙間から河童が覗いているのではないか、と考えるため絶対に見ないようにしているのです。

　



あとがき


　どうだったでしょうか、独断と偏見で作られたこのビビりあるあるは。やはりあるあるということで多少なりとも共感できるネタはないかと悩みに悩んだ結果のあるあるネタになっております。やはりビビりはみんな個性的なものというか、トラウマから何か物事に対して怯えるという事が多いのでなかなか大変でした。もっと珠玉のネタを持って来いとか言わないで。

　さて、自己紹介がすっかり遅れてしまいましたが、私は馬鹿野郎という者です。あなた、バカヤロウとお読みになりましたね？　違うんです、マシカヤロウと読むんです。

　あとがき、なんて書きながら実際のところは余ったページ数を埋めようくらいの勢いで急遽用意したので何を書けばいいか全く考えていなかったのですがせっかくなので初めの方から適当に振り返りましょうか。

　まず序章 ビビりの基礎編。これは簡単にいえば私のいってるビビりってこういう人だから！　という言い訳をするために設けた章です。

　一章・二章まとめて振り返りますが、このコーナーは要するに分類分けするのが面倒だったから共感できそうな順でとにかく紹介しました。シチュエーションがあっちにいったりこっちにいったりしたのでまとめた方がよかったかもしれません（なんて書きながら結局放置している始末）。

　三章からはシチュエーション？　対象？　をまとめてみました。その中でも三章は自然という広すぎるモチーフのため虫だったり海だったり結局一章二章と変わらないような気も。海に関しては熱がこもりすぎて脅迫染みた文章になってしまいましたね。

　四章は圧倒的に愚痴コーナー。いやでも実際荷物番はするんだって。というか連れて行く方が悪いんだって。連れて行く側の人間に少しでも理解してほしい、なんて思いながら書き殴っていました。

　五章もとい最終章は、やはり出さずにはいられない心霊現象に対してのモノ。書いている時は本当にずっと背筋が凍っているどころかシベリア送りにされた気分で全く生きた心地がしませんでした。

　そんなわけでこの極薄本は終わりを迎えるわけなんですが、一つだけ悔いがあったことといえばイラストが欲しかったというところでしょうか。いや、ぶっちゃけ言いますけどメチャクチャ読みにくくありませんでした？

　できるだけ読みやすいように、と注意して書いてきたつもりではありますが、どこを見ても文字文字文字。せめて扉絵くらい用意しとけよ、といった感じじゃないでしょうか？　私自身文章を延々と読むのには苦痛を感じる人間でしたので重々承知です。

　本当はネタ一つ一つにイラストを頼んで、文章も添えるだけ、一ネタに一ページなんて考えてましたが、ドラえもんやアンパンマンも満足に書けない私ではどうにもできず、外注しようものなら元手確保のためにこうして無料で配布することもできないのです……。読みづらいのは無料お試しだからと言い訳しときましょう！　
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